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令和７年度 全国学力・学習状況調査の状況報告 

  秋晴の候、保護者の皆様におかれましては、ご健勝にてお過ごしのことと存じます。日頃は、本校の教育諸活動に

ご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

 さて、４月１５日（火）・１７日(木)に実施した「全国学力・学習状況調査」の状況を報告します。この結果を本

校生徒の教育に生かしていきたいと考えています。なお、この調査は３年生を対象にしたものであり、国語、数学、

理科の３教科について調べたものです。生徒の全ての学力や生活の様子を表しているわけではありません。 

 

１ 生徒質問調査の結果から分かる本校３年生の特徴や傾向 
 

生徒が「当てはまる」「どちらかというと、当てはまる」、「よくある」「ときどきある」と回答した割合が高か

った質問項目は次のとおりです。 

○「友達関係に満足していますか」 

○「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれぐらいありますか」 

一方で、回答の割合が低調であった質問項目は、次のとおりです。 

▲「自分には、よいところがあると思いますか」 

▲「わからないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか」 

▲「地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもらったり

することがありますか（習い事は除く）」 

 
２ 各教科調査の結果から分かる本校３年生の特徴や傾向 

 
内容 よくできたところ 努力を要するところ 

国 

語 

「話すこと・ 

 聞くこと」 

○ 相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく

伝わるように表現を工夫する。 

▲ 資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わる

ように表現を工夫することができる。 

「書くこと」 ○ 目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明

確にすることができる。 

▲ 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にし

て書くことができる。 

「読むこと」 ○ 文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設

定の仕方を捉えることができる。 

▲ 文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えるこ

とができる。 

数 
学 

「数と式」 ○ 事柄が常に成り立つとは限らないことを説明する場面に

おいて、反例をあげることができる。 

▲ 式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的

な表現を用いて説明することができる。 

「図形」 ○ 証明を振り返り、証明された事柄を基にして、新たに分

かる辺や角についての関係を見いだすことができる。 

▲ 統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証

明を評価・改善することができる。 

「関数」 ○ 事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることが

できる。 

▲ 一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、変化の割合を基に、ｘ

の増加量に対するｙの増加量を求めることができる。 

「データの 

活用」 

○ 必ず起こる事柄の確立について理解している。 ▲ 相対度数の意味を理解している。 

理 

科 

「粒子」 ○ 加熱を伴う実験における実験器具の操作等に関する技能

が身に付いている。 

▲ 実験の結果を分析して解釈し、化学変化を原子や分子の

モデルで表すことができる。 

「地球」 ○ 小学校で学習した知識を基に、地層を構成する粒の大き

さと隙間の大きさに着目して分析して解釈できる。 

▲ 土地の様子とボーリング調査の結果を関連付けて、地層

の広がりを検討して表現できる。 

 
３ 本校の取組と家庭にお願いしたいこと 

【本校の取組】① 生徒の自己肯定感を高めるために、行事や学習における生徒の挑戦を支え、成果を価値づけていきます。 

② 数学では、３年生で習熟度別少人数学習を行い、基礎学力の定着と発展的な学習に取り組みます。 

③ 学習した知識の定着を図り、家庭学習の習慣を身に付けられるように、テスト勉強や課題の提出などにおい

て、計画的に学習に取り組めるように支援します。 

【家庭にお願いしたいこと】 

  ご家庭での子どもたちの規則正しい生活が、充実した学校生活につながっていると考えます。引き続き、「早寝、

早起き、朝ごはん」といった基本的な生活習慣が身に付くよう、ご協力をお願いします。回答の割合が低調だった

項目を踏まえ、子どもたちの自己肯定感を高めるために、前向きな声掛けをお願いします。また、機会を見つけて

共に活動していただき、さまざまな経験を通して子どもたちが豊かな人生を育めるようにご協力をお願いします。 


